
明治 4 年創業、名取市内唯一の蔵元である佐々木酒造店。日本酒本来のおいしさを追求し、酒の命の仕
込み水にはセリの名産地・名取市上余田地区を流れる名取川の伏流水、原料米は県産米を中心に使用し、
南部杜氏の技術を注ぎ込んだ昔ながらの丁寧な寒仕込みで醸造している。日本酒の需要が落込む夏場向け
のリキュール、アルコールを呑まない方や健康志向の方向けの古代米を使った甘酒等、新商品の開発と新
規顧客の獲得に向けた取組みを行っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（詳細は 2ページ）
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【
事
業
の
概
要
】

創
業
以
来
「
宝ほ
う
せ
ん
な
み

船
浪
の
音お
と

」
を

冠
ブ
ラ
ン
ド
と
す
る
日
本
酒
を
醸

造
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
本

社
酒
造
施
設
及
び
設
備
が
全
壊
、

流
出
し
ま
し
た
が
、
グ
ル
ー
プ
補

助
金
を
活
用
し
て
、
仮
設
工
場
団

地
に
移
転
、
令
和
元
年
十
月
に
名

取
市
閖
上
に
本
設
復
旧
を
果
た
し

ま
し
た
。

【
本
設
復
旧
に
向
け
た
課
題
】

仮
設
工
場
で
の
製
造
の
際
に

は
、
純
米
吟
醸
酒
な
ど
の
高
付
加

価
値
の
高
級
酒
を
試
験
的
に
醸

造
・
販
売
し
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
高
精
白
の
原
料
米
を
使
用

す
る
な
ど
品
質
を
向
上
さ
せ
て
い

ま
し
た
が
、
仮
設
工
場
の
た
め
清

酒
の
生
産
量
に
は
限
界
が
あ
り
、

今
後
の
成
長
に
つ
な
が
る
新
商
品

の
量
産
体
制
の
整
備
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
顧
客
の
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
、
若
年
層
、
特
に
女
性
の

顧
客
が
少
な
い
点
や
、
七
月
～
九

月
の
夏
場
の
需
要
の
落
込
み
等
、

本
設
復
旧
に
向
け
て
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
お
り
ま
し
た
。

【
商
工
会
と
の
関
わ
り
】

課
題
解
決
に
向
け
た
支
援
を
受

け
る
べ
く
、
商
工
会
に
相
談
を
持

ち
掛
け
、
商
工
会
及
び
県
商
工
会

連
合
会
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
リ
ー

ダ
ー
、
専
門
家
に
よ
る
支
援
の
も

と
、
現
状
分
析
を
も
と
に
課
題
解

決
に
向
け
た
事
業
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

仮
設
工
場
の
生
産
規
模
の
縮
小

を
逆
手
に
と
り
、
多
品
種
少
量
の

生
産
体
制
を
活
か
し
た
夏
場
向
け

の
リ
キ
ュ
ー
ル
の
開
発
や
、
ア
ル

コ
ー
ル
を
呑
ま
な
い
方
や
健
康
志

向
の
方
向
け
の
古
代
米
を
使
っ
た

甘
酒
の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。

販
路
の
面
に
お
い
て
も
、
全
国

的
に
広
が
る
見
込
み
客
や
若
年
層

に
対
し
、
自
社
製
品
の
訴
求
力
や

顧
客
と
の
双
方
向
性
を
高
め
る
た

め
、
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
を
充

実
し
た
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
可

能
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作
、
仙

台
駅
に
て
開
催
さ
れ
た
「
仙
南
ブ

ラ
ン
ド
特
産
市
」
へ
の
出
店
、
一

般
消
費
者
を
対
象
と
し
た
試
作

品
発
表
会
へ
の
出
品
等
に
際
し
、

様
々
な
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ

し
て
本
設
工
場
の
復
旧
の
際

に
も
、
事
業
計
画
策
定
の
支
援
を

い
た
だ
き
、
現
工
場
を
再
建
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

【
事
業
計
画
策
定
に
よ
る
成
果
】

事
業
計
画
を
策
定
し
た
こ
と
に

よ
り
、
将
来
の
具
体
的
な
戦
略
が

明
確
に
な
り
、
も
の
づ
く
り
補
助

金
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助

金
、
グ
ル
ー
プ
補
助
金
等
各
種
施

策
の
採
択
に
繋
げ
ら
れ
た
こ
と

で
、
自
社
の
限
ら
れ
た
資
源
を
活

か
し
た
商
品
開
発
や
販
路
拡
大
を

実
現
で
き
ま
し
た
。

【
今
後
の
展
望
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
で
、
主
要
な
取
引
先

で
あ
っ
た
飲
食
店
が
大
打
撃
を
受

け
た
こ
と
か
ら
、
新
た
な
販
路
開

拓
を
目
的
に
国
税
庁
が
主
催
す
る

「
酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
他
社
と

共
同
で
応
募
し
、
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
仙
台
空
港
を
起
点
と

し
た
名
取
市
沿
岸
部
か
ら
秋
保
ま

で
の
醸
造
所
を
廻
る
体
験
型
ツ

ア
ー
の
実
施
を
通
じ
て
、
閖
上
の

食
文
化
を
知
っ
て
も
ら
い
、
弊
社

の
発
展
、
ひ
い
て
は
名
取
市
の
発

展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

試飲しながらお酒を選べる店内

酒蔵に隣接する販売店舗

元気な事業所紹介

大震災からの完全復旧！
新商品の開発により新たな需要拡大を図る
有限会社　佐々木酒造店　代表　佐々木　加

か ち え

知枝　氏

所在地：名取市閖上１－ 230－E10
電話番号：022－398－8596　FAX番号：022－398－8511
ＵＲＬ：http://housen-naminooto.com/

 米・米加工品 を 取 り 扱 う す べ て の 事 業 者 の 皆 様 へ  
「米穀等の取引等に係る情報の記録及び産地情報の伝達に関する法律」（米トレーサビリティ法）により、米・米加工品の生産・流

通・販売・外食業等の事業者の方は、以下の １ 取引等の記録の作成・保存、２ 産地情報の伝達 が義務づけられています。 

１ 取引等の記録の作成・保存  米・米加工品の取引・搬出入・廃棄などを行った場合、書面または電磁的記録により、記録事項（名

称、産地（指定米穀等に限る）、数量、年月日、取引先名、搬出入の場所等）を記録し、原則３年間保存することが必要です。なお、

実際の取引で取り交わされる伝票類に上記記録事項が記載されていれば、それを保存することで、記録・保存の義務を果たしたこと

になります。 

２ 産地情報の伝達  米・米加工品を他の事業者や一般消費者に譲り渡す場合、産地情報を伝達することが必要です。また、外食店 

（料理の提供）では、メニューへの表記や店内での掲示等により、米飯類の米の産地情報の伝達が必要です。 

３ お問い合わせ先  東北農政局消費・安全部消費・安全チーム（022－745－9383） 

本制度、対象となる米・米加工品等については、農林水産省のホームページでも詳しい情報を掲載しています。「米トレ」で検索！ 

twitter facebook
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②
催
事
出
展
用
備
品
の
デ
ザ
イ
ン

統
一

　

催
事
出
店
の
際
、
遠
く
か
ら
見

て
も
一
目
で
わ
か
る
よ
う
、
テ

ン
ト
や
の
ぼ
り
、
テ
ー
ブ
ル
ク

ロ
ス
等
の
デ
ザ
イ
ン
を
麻
の
葉

模
様
に
変
更
し
ま
し
た
。

③
自
社
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル

　

塩
蔵
わ
か
め
に
馴
染
み
の
薄
い

若
年
層
の
顧
客
獲
得
を
図
る
た

め
、
塩
蔵
わ
か
め
が
で
き
る
ま

で
の
工
程
や
簡
単
な
調
理
レ
シ

ピ
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
製
作
し
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し

た
。

【
事
業
実
施
に
よ
る
成
果
】

商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
催
事
出
展

ブ
ー
ス
の
デ
ザ
イ
ン
の
統
一
を

行
っ
た
こ
と
で
、
自
社
の
認
知
度

が
向
上
し
、
催
事
出
展
販
売
で
は

リ
ピ
ー
ト
購
入
の
割
合
が
増
加
し

ま
し
た
。

実
施
し
た
取
り
組
み
の
中
で
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
し
た
調
理
レ
シ

ピ
が
特
に
好
評
で
、
簡
単
な
調
理
で

美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
が
認
知

さ
れ
た
こ

と
か
ら
、

若
年
層
の

主
婦
等
か

ら
の
購
入

数
が
増
加

し
、
新
規

顧
客
獲
得

へ
の
足
掛

か
り
が
で

き
ま
し
た
。

指導員の声
現状の課題把握と解決意欲が非常
に高く、商工会と密に連携を取りな
がら、提案した施策や事業にも熱意
とやる気をもって積極的に取り組ん
で頂いております。
今後も新商品開発や商談会参加を
通して、更なる顧客獲得や販路拡大
を図るため、引き続き継続的な支援
を行って参ります。
石巻かほく商工会　江口　慶太朗

【
取
組
む
き
っ
か
け
】

弊
社
は
、
昭
和
四
十
九

年
に
石
巻
市
北
上
町
十
三

浜
に
て
、
塩
蔵
わ
か
め
、

塩
蔵
昆
布
等
の
養
殖
及
び

一
次
加
工
販
売
業
と
し
て

創
業
し
、
自
社
サ
イ
ト
で

の
通
信
販
売
の
ほ
か
、
県

内
各
地
の
催
事
に
て
出
展

販
売
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。当

地
域
で
採
れ
る
わ
か

め
は
、「
十
三
浜
わ
か
め
」

と
し
て
知
ら
れ
、
肉
厚
で

旨
み
が
強
い
と
お
客
様
か

ら
好
評
を
得
て
い
る
も
の

の
、
他
社
商
品
と
の
差
別

化
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と

や
、
若
年
層
の
顧
客
が
少

な
い
な
ど
、
様
々
な
課
題

を
抱
え
て
お
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
商
工
会
に
現
状

の
課
題
に
つ
い
て
相
談

し
、
本
補
助
金
を
活
用
し

な
が
ら
、
課
題
解
決
に
向

け
た
取
組
み
を
実
施
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

【
具
体
的
な
取
組
み
内
容
】

①
統
一
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ

デ
ザ
イ
ン
を
全
商
品
に

採
用

　

麻
の
葉
模
様
の
鮮
や
か

な
色
合
い
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
を
全
商
品

に
採
用
し
、
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
他
社

商
品
と
の
差
別
化
を
図

り
ま
し
た
。

【
今
後
の
展
望
】

今
後
は
、
高
品
質
の
商
品
製
造

を
続
け
る
と
と
も
に
、
商
工
会
の

協
力
を
得
な
が
ら
各
種
施
策
を
活

用
し
、
催
事
出
展
や
商
談
会
の
バ

イ
ヤ
ー
か
ら
要
望
の
多
い
、
家
庭

で
簡
単
に
食
べ
ら
れ
る
半
調
理
品

開
発
に
新
た
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
で
、
更
な
る
若
年
層
の
新
規

顧
客
獲
得
や
販
路
拡
大
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
自
社
商
品
の
認
知
度
を

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
美
味
し

い
わ
か
め
を
様
々
な
世
代
や
家
庭

に
広
め
、
十
三
浜
わ
か
め
の
フ
ァ

ン
を
全
国
に
拡
大
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【企業概要】
事業者名：マルナカ遠藤水産
代 表 者：遠藤　俊彦
所 在 地：〒 986-0201
	 　 石巻市北上町
	 　 十三浜字大指 89-2
Ｔ Ｅ Ｌ：0225-66-2254
F A X：0225-98-8770

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
等
を
統
一
化
し

企
業
認
知
度
の
向
上
を
図
る

マ
ル
ナ
カ
遠
藤
水
産
（
石
巻
か
ほ
く
）

小 規 模 事 業 者 持 続 化 補 助 金 活 用 レ ポ ー ト㉚
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正社員雇用奨励金
新型コロナウイルス感染症の影響により、解雇や雇止
めなど、非自発的な理由により離職を余儀なくされた
方を正社員として雇入れた事業主に対して正社員雇用
奨励金を支給し、非自発的失業者の早期の再就職・正
社員化を促進します。

●奨励金額
対象者1人雇用につき、
中小企業の事業主 45万円
それ以外の事業主 20万円
●申請受付期間
令和2年7月15日から令和3年2月26日
対象者、申請手続き等につきましては、下記でご確認
ください。
【HP】https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/koyou/

seishainnkoyou.html
●お問い合わせ先
宮城県経済商工観光部　雇用対策課　労政調整班
TEL　022-211-2771

宮城県雇用維持交付金

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
チ
ー

フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
佐
藤
創

（
さ
と
う　

そ
う
）で
す
。本
日
は
、

こ
れ
ま
で
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
を
経

営
相
談
で
ご
利
用
し
た
こ
と
が
な

い
事
業
者
さ
ま
に
向
け
て
、
当
拠

点
の
活
用
方
法
と
支
援
事
例
の
ご

紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
拠
点
は
十
三
名
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
呼
ぶ
専
門
家
で
構
成

し
て
お
り
、
事
業
者
さ
ま
の
課
題

や
相
談
事
に
沿
っ
て
、
適
切
な

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
複
数
名
で

対
応
す
る
「
チ
ー
ム
で
の
支
援
」

が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
売
上
拡
大

や
資
金
調
達
な
ど
の
具
体
的
な
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
継
続
的
に

相
談
対
応
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
も

特
徴
で
す
。

経
営
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
毎
週
一
回
、
月
三
〜
四
回
程

度
、
当
拠
点
に
ご
相
談
い
た
だ
く

事
業
者
さ
ま
が
最
も
多
い
で
す
。

と
は
い
え
、「
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
相
談
し
て
い
い
の

か
」
と
い
う
お
声
を
い
た
だ
く
こ

と
も
多
い
で
す
。
そ
こ
で
当
拠
点

で
何
が
で
き
る
の
か
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
当
拠
点
の
経

営
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
、
飲
食
店
の

メ
ニ
ュ
ー
ブ
ッ
ク
に
な
ぞ
ら
え
た

「
支
援
メ
ニ
ュ
ー
ブ
ッ
ク
」
を
作

成
・
公
開
い
た
し
ま
し
た
。

当
拠
点
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
チ
ー
ム
で
行
う
売
上
拡
大
コ
ー

ス
や
経
営
改
善
コ
ー
ス
の
ほ
か
、

単
品
ア
ラ
カ
ル
ト
の
支
援
も
ご
ざ

い
ま
す
。
詳
細
は
当
拠
点
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
参
照
く
だ
さ
い
。

当拠点支援メニューブック

チーフコーディネーター
佐藤　創

支援メニュー
ブックはこち
らから

【
支
援
事
例
：
飲
食
店
】

当
拠
点
の
チ
ー
ム
支
援
の
事
例

を
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
登
米

市
に
あ
る
飲
食
店
さ
ま
は
、
マ
ク

ロ
ビ
に
よ
る
心
身
と
も
に
健
康
的

な
生
活
ス
タ
イ
ル
を
提
唱
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
客
単
価
が
低
く
デ

ザ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
オ
ー
ダ
ー
が

少
な
い
こ
と
が
課
題
で
し
た
。
そ

こ
で
当
拠
点
の
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
を

提
案
し
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
メ
ニ
ュ
ー
ブ
ッ

ク
の
作
成
を
提
案
。
こ
れ
に
よ
り

客
単
価
が
上
が
り
売
上
拡
大
に
貢

献
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
チ
ー
ム
支
援
の
事

例
に
つ
い
て
も
当
拠
点
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
今
後
も
順
次

拡
充
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

に
な
り
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

中
小
企
業
庁
委
託
事
業

「
想
い
を
カ
タ
チ
に
す
る
経
営
相
談
所
」

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

宮城県よろず支援拠点
サテライトオフィス上杉
仙台市青葉区上杉1-16-8
プロスペール本田3F

【電　話】
　022-393-8044
【メール】
　yorozu@office.miyagi
　-fsci.or.jp

支援事例は
こちらから

新型コロナウイルス感染症の影響により事業活動の縮
小を余儀なくされた事業者に対し、雇用維持に要した
経費の一部を国の雇用調整助成金等に上乗せして助成
します。

●支給対象者
国の「雇用調整助成金等」の支給決定を受けた中小企
業の事業主（解雇等を行わない企業は、国で休業手当
等について10/10を助成するため、本交付金の対象
外となります）
●支給対象
令和2年4月1日から令和2年9月30日まで（緊急対
応期間）に実施した休業
●助成率
事業主が支払った休業手当等と国の日額単価との差額
の1/2
※ただし、県と国の補助総額は15,000円または支
払った休業手当等を超えない額とする。
●お問い合わせ先
宮城県経済商工観光部　雇用対策課　雇用創出支援班
TEL　022-797-4026
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新型コロナウイルス対策マル経融資

持続化給付金 家賃支援給付金

特別利子補給制度

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている事業者の皆様へ

経営に関する各種支援制度のご案内
（令和 2年 8月14日現在）

売上減少でお金を借りるなら！

事業全般に使える給付金なら！ 家賃の支払を支援してほしい！

借入が最長3年間実質無利子に！

●どんな制度？
　マル経（小規模事業者経営改善資金）は、
商工会議所・商工会の経営指導員による
経営指導を受けた小規模事業者に対し
て、日本政策金融公庫等が無担保・無保
証人で融資を行う制度です。

●特例措置の内容
　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り売上が減少した小規模事業者に、別枠
1,000万円の範囲内で当初３年間、通
常の貸付金利から▲0.9%引下げ。

●お問い合わせ先
　最寄りの商工会

●どんな制度?
　感染症拡大により、特に大きな影響を受
けている事業者に対して、事業の継続を
支え、再起の糧としていただくため、事
業全般に広く使える給付金です。

●給付額（上限額）
　法人 : 200万円　個人 : 100万円
　（昨年1年間の売上からの減少分を
　 給付額の限度とします）
●お問い合わせ先
　最寄りの商工会
　（その他「申請サポート会場」を
　 別途開設しています）

●どんな制度?
　新型コロナウイルス感染症による自粛要
請等により、売上の急減に直面する事業
者支援のため、地代・家賃の負担軽減を
目的に、給付金を支給するものです。

●給付対象者
　今年5月〜12月において前年同月比で
一定程度の売上が減少した事業者に、給
付金を支給。

●給付額（上限額）
　法人 : 600万円　個人 : 300万円
●お問い合わせ先
　最寄りの商工会

●どんな制度?
　「新型コロナウイルス対策マル経融資」
や日本政策金融公庫で取り扱う「新型コ
ロナウイルス感染症特別貸付」などの借
入を行った中小企業者等のうち、売上高
が急減した事業者などに対して、利子補
給を実施するものです。

●利子補給期間
　借入後当初3年間
●対象貸付上限額
　4,000万円（国民事業）
●お問い合わせ先
　制度事務局（0570-060515）
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大樹

〜宮城県からのお知らせ〜
障害のある人に対する事業者の合理的配慮の義務化を検討しています
県では、障害の有無によって分け隔てられることなく、お互いに人格と個性を尊重し合う共生社会の実現を

目指し、「障害のある人もない人も共生する社会づくり条例（仮称）」の制定を検討しています。
条例案のベースとなる現在の条例大綱では、障害を理由とする差別を解消し、共生社会の実現に向けた取組

を一層進めるため、障害のある人に対し、「事業者は合理的配慮をしなければならない」とする規定を盛り込
むこととしています。
この義務化を含め条例の内容について、９月から１０月にかけてパブリックコメントの実施を予定しており

ますので、御意見のある方は県までよろしくお願いいたします。

<問合先>宮城県保健福祉部障害福祉課企画推進班　☎022-211-2538

障害のある人が、役所や民間の事業者の利用などにあたって、困っていることを伝えて配慮を求めた時に、
役所や民間の事業者の負担になりすぎない範囲で、その人の障害にあった必要な工夫ややり方などの配慮を
行うことです。
求められている負担が重すぎるという場合には、何故できないかを丁寧に説明し、別のやり方を提案する

など、お互いに話し合いを重ねることが大切です。
例：車いすの人が混雑するお店を利用する際、目的の売り場まで店員が誘導する

合理的配慮とは
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め
、
多
く
の
方
々
に
お
店
の
お
得

な
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
発
信
す
る

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
『
い
い

も
の
た
く
さ
ん
み
や
ぎ
』
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

掲
載
し
た
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
情
報

を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
家
族
や
従
業
員
の
方

な
ど
に
も
お
声
が
け
い
た
だ
き
、

掲
載
を
希
望
す
る
事
業
所
の
情
報

提
供
や
掲
載
事
業
所
で
の
消
費
拡

大
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

コロナに負けない！
商工会女性部の取組み

―§ 宮 城 の 中 小 企 業 を 応 援 し ま す §―

あるいは直接 宮 城 県 火 災 共 済 協 同 組 合 へ
TEL.（022）263-1265 FAX（022）267-2878

お 近 く の 商 工 会 へ

地震・津波・噴火 による損害に備え!！
住宅に限らず、店舗・事務所・工場など
新耐震基準である昭和 56 年６月以降の
「建物」が対象 ※火災共済の特約

火災、落雷、風災・雪災・雹災事故
などのほか、洪水・高潮・土砂崩れ
事故も補償範囲

火災・台風などによる事故はもちろん、
地震・津波・噴火 などにより建物が損害
を受け休業した場合の休業補償

地震危険補償共済自動車共済 その他共済医療・傷害共済

商
工
会
青
年
部
員
研
修
会
が
七

月
十
六
日
、
ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ

仙
台
に
お
い
て
県
下
青
年
部
員
四

十
八
名
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ

た
。第

一
部
で
は
、
東
北
経
済
産
業

局
経
営
支
援
課
・
工
藤
小
規
模
企

業
係
長
よ
り
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
関
連
す
る
最
新
の
支
援
策
に
つ

い
て
ご
講
義
を
頂
戴
し
た
。

続
く
第
二
部
で
は
、
コ
ー
チ
ン

グ
研
修
会
社
ド
リ
ー
ム
フ
ィ
ー
ル

ド
代
表
・
阿
部
侑
生
氏
よ
り
『
コ

ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
を
吹
き
飛
ば
す
！

若
手
経
営
者
が
今
す
べ
き
こ
と
』

と
題
し
、「
セ
ル
フ
コ
ー
チ
ン
グ
」

に
よ
る
目
標
達
成
ま
で
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
保
ち
方
や
、
自
分

自
身
や
人
間
関
係
に
プ
ラ
ス
の
効

果
を
生
み
出
す
「
波
動
の
良
い
言

葉
」
に
つ
い
て
、
二
人
一
組
で
の

ワ
ー
ク
等
を
交
え
な
が
ら
教
え
て

い
た
だ
い
た
。

今
回
の
研
修
は
、
経
営
上
今
ま

さ
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
や
、
落

ち
込
ん
だ
時
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
発

想
の
転
換
方
法
を
学
ぶ
絶
好
の
機

会
と
な
り
、
受
講
し
た
青
年
部
員

に
と
っ
て
大
き
な
励
み
と
な
っ

た
。み

や
ぎ
の
魅
力
あ
つ
め
ま
し
た

〜
「
い
い
も
の
た
く
さ
ん
み
や
ぎ
」

の
開
設
〜

　

宮
城
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
苦
境
に

立
た
さ
れ
て
い
る
宮
城
県
内
の
飲

食
店
や
小
売
店
を
は
じ
め
と
し
た

小
規
模
事
業
者
を
応
援
す
る
た

「波動の良い言葉」について
体を動かしてワークを行う青年部員

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い¡

若
手
経
営
者
が
学
ん
だ「
今
す
べ
き
こ
と
」

︱
令
和
２
年
度 

商
工
会
青
年
部
員
研
修
会
︱

疫病退散アマビエグッズで
地域貢献を！

大河原町商工会女性部

医療従事者へ感謝！
石巻赤十字病院へ黒ニンニクと
ハックルベリージャムを寄贈

東松島市商工会女性部

今年度は事業を実施することが難しく、部員が
一堂に会する機会がなくなってしまっていること
から、新型コロナウィルス感染症の疫病封じと、
コロナ禍で暗くなりがちな部員の気持ちが少しで

も明るくなればと考え、アマ
ビエステッカーと缶バッジを
作成いたしました。
女性部員をはじめ商工会役
員、大河原町長等へ進呈した
ところ、皆様から大変喜ばれ、
事業所で活用しているとの声
もありました。ステッカーと
缶バッジは販売も行っており、
少しでも地域の皆様のお役に
たてればと、売上の一部を町
へ寄付する予定です。現在は
少しずつ女性部活動を再開し
ておりますが、一日も早く
部員同士の交流が戻ることを
願っております。

本女性部では新型コロナウィルスの第一線で奮
闘されている医療従事者の皆様に心からの感謝
を伝えるため、女性部員らが商品開発を行った
黒ニンニクとハックルベリージャム各々 100個を
石巻赤十字病院へ寄贈いたしました。黒ニンニク
とハックルベリーには疲労回復等の効果が期待で

き、業務に邁進する
医療従事者の皆様に
少しでも元気になっ
ていただき、これか
らもご活躍いただき
たいとの願いを込め
ました。
今年度は各事業の
中止が相次いでいま
すが、今後も女性部
らしさを生かして活
動をしていきたいと
思います。

石巻赤十字病院 石橋院長に
手渡す吉木部長（中央）と

鎌田副部長（左）

アマビエステッカー
と缶バッジ

お問い合わせは宮城県商工
会連合会商工会支援課まで
℡ 022-225-8751

下記QRコードを読み取って
Facebookページへアクセス
してください。

ページに参加したいときは…


